
１ ．主 催

２ ．後 援

３ ．主 管

４ ．大 会 期 間

５ ．大 会 日 程

Tel＜０５９６＞２２－７７００

 開会式及び組合せ抽選会

第１日　競技開始

（ダブルス・シングルス）

第２日　競技開始

（ダブルス・シングルス）

両日とも、種別毎に会場にて表彰式並びに閉会式

６ ．会 場 Tel<0596>28-6386

Tel<0596>22-7700

Tel<0596>22-0188(代)

７ ．種 別

８ ．参 加 資 格 (１)

(２)

９ ．チ ー ム 編 成 監督１名・選手６名以上８名以内で１チームを編成する。

１０ ．ル ー ル

・団体戦は７回ゲームとする。

・個人戦（ダブルス）は準々決勝より７回ゲーム、それまでは５回ゲームとする。

・個人戦（シングルス）は準決勝より７回ゲーム、それまでは５回ゲームとする。

１１ ．大 会 使 用 球

１２ ．組 合 せ 方 法 (１)

(２)

１３ ．試 合 方 法 (１) (１)

(２)

(３)

(２)

１４ ．参 加 チ ー ム 数 (１)

各都道府県から男子、女子とも各１チーム、開催県は２チームとする。

(２) 個人戦

ダブルスは各都道府県から男子、女子とも３ペア以内、開催県は６ペア以内とする。

また、ダブルスとシングルスの出場選手の入替およびシングルス出場選手の変更は認めら

れない。

１５ ．表 彰 (１) 都道府県別団体対抗戦は男子・女子の上位８チームを表彰する。

(２) 個人戦（ダブルス）は男子・女子の上位８ペアを表彰する。

個人戦（シングルス）は男子・女子の上位８名を表彰する。

１６ ．参 加 料

会員登録制度の未登録者（監督を含む）が含まれる場合　１チーム　１５,０００円

１７ ．参 加 申 込 方 法 (１)

また、出場承諾書については期日までに送付すること。

(２)

(３)

平成２９年度　第２９回　都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会要項

伊勢市・伊勢市教育委員会・（公財）日本ソフトテニス連盟

総務省・スポーツ庁・(一財)地域活性化センター

（公財）日本体育協会・（公財）日本中学校体育連盟・三重県・三重県教育委員会

（公財）三重県体育協会・三重県小中学校長会・三重県中学校体育連盟・伊勢市体育協会

（公社）伊勢市観光協会

都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会実行委員会

平成３０年　３月２６日(月)～２８日(水)

　３月２６日(月) １５：００～ 監督会議 三重県営サンアリーナレセプションルーム

１６：００～ 三重県営サンアリーナメインアリーナ

　３月２７日(火) ８：３０～ 男子団体戦 三重県営サンアリーナ

三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 体育館

女子個人戦 伊勢市市営庭球場

　３月２８日(水) ８：３０～ 女子団体戦 三重県営サンアリーナ

三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 体育館

男子個人戦 伊勢市市営庭球場

(個人戦は雨天の場合、中止)

伊 勢 市 市 営 庭 球 場 伊勢市古市町 (砂入り人工芝)

三 重 県 営 サ ン ア リ ー ナ 伊勢市朝熊町

三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢 体育館 伊勢市宇治館町

男子団体・男子個人（ダブルス・シングルス）・女子団体・女子個人（ダブルス・シングルス）

各都道府県で推薦された中学生で、かつ保護者の承諾が得られた者。（１・２年生）

技術等級制度及び公認審判員制度の有資格者であること。

（監督についても、公認審判員制度の有資格であることが望ましい）

（公財）日本ソフトテニス連盟ソフトテニスハンドブックにより行う。

団体戦・個人戦とも『ケンコーボール』を使用する。

団体戦　各チーム主将により抽選を行う。

個人戦　主催者側で決定する。

団体戦 男子、女子とも点取法による３ペア対抗戦でトーナメントにより行う。

対戦の都度オーダーを変えてもよい。

初戦より２点先取で行う。

個人戦 トーナメントで行う。

団体戦

シングルスは、各都道府県から男子、女子とも２名以内、開催県は４名以内とする。

ダブルスとシングルスは重複して出場することは出来ない。

１チーム１０，０００円（個人戦込み）

（公財）日本ソフトテニス連盟の『大会申込システム』を使用して大会申込をすること。

申込期日  平成３０年　２月１３日(火)必着

承諾書
送付先

〒140-0014　東京都品川区大井１－１６－２－２０１

（公財）日本ソフトテニス連盟　全日本中学生大会係　宛



１８ ．選 手 変 更 (１) 大会当日の午前８時まで認める。

(２) 各都道府県支部長から文書により、変更届と出場承諾書を提出すること。

１９ ．宿 泊 申 込

(１)

(２)

２０ ．参 加 上 の 注 意 (１)

(２)

(３)

(４)

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

(５) 選手がアンパイアをするときは審判員ワッペン(ジュニアワッペン)を左胸に付けておこな

うこと

１／４　都道府県名（都・府・県は不要）

栄 ２／４　姓

１／４　中学校名

１／４　都道府県名（都・府・県は不要）

２／４　姓

１／４　中学校名

２１ ．練 習 日 (１) ３月２５日（日）１０：００～１６：００　伊勢市市営庭球場（無料自由）

(２) ３月２６日（月）　９：００～１５：００　伊勢市市営庭球場

２６日（月）の練習時間は練習希望調査票により割当を行います。（各チーム４０分間）

できるだけ、希望時間による割当を行いますが、集中時間帯は前後、１時間程度ずれる場合が

ありますので、ご了解下さい。

後日、練習割当表を『練習希望調査票』に記入いただいた担当者に送付します。

２２ ．そ の 他 (１)

(２)

(３) 各チームに補助金（１万円）を監督会議前に支給するため、各チーム監督は所定の領収書に所属

(４)

(５)

(６)

別紙、宿泊申込要項を参照のうえ、宿泊申込書にて申し込むこと。

（宿泊申込は必ず連盟指定申込書により伊勢旅館組合まで申込をお願いします）

申込期日  平成３０年　２月１３日(火)必着

申込先  〒516-0075　三重県伊勢市一志町４－１０

伊勢旅館組合 Tel <0596>28-3325 Fax <0596>28-3626

ユニフォームは、連盟が公認したメーカーの製品で上は襟付き半袖スポーツシャツ、下は膝より

上のパンツ・スコートを着用することとする。ただし、服装（用具を含めて）の色は華美

（蛍光色等）にならないようにする。上記の服装から出るアンダーシャツやスパッツの着用

は認めない。競技中シャツの裾を外へ出したり袖をまくったりしない。また、ユニフォーム

には文言や記号を後から記入もしくは印刷し、使用してはいけない。

ソックスの長さについては、くるぶしより上でハイソックスは認めない。

シューズは、連盟が公認したメーカーの製品で「ユニフォーム等の着用基準」を遵守した製品を

着用すること。

（団体戦を体育館で行うため、体育館用のテニスシューズも用意すること）

ラケットは、連盟の公認マークが添付されたものを使用すること。

背中のゼッケンは別の布などで作成し、背中の中央に付ける。但し四隅を留めるものとする。

また、すでにプリントされている文字は隠すように留め付けるものとする。

ゼッケンはＢ５版横（白地）の大きさの布に都道府県名、学校名、姓を記述する。

都道府県名は「都府県」の文字はつけないものとする。

ゼッケンの文字は「漢字」または「ひらがな」「カタカナ」を使用し、文字色は黒色と

する。シャツそのものへのプリントは認めない。

都道府県内に同名の学校がある場合には、区別するために学校名の工夫をしてもよい。

各地区ごとに望ましい表記をする。

ゼッケンの文字の位置は《例１》どおりとし、同一校に同姓の選手がいる場合には、

名前の一文字を付け加える。

中学校名が第一・第二中学校や東・西・南・北中学校のような場合、学校名をわかり

やすくするために《例２》のように学校所在地を付記してもよい。

《例１》三重県伊勢市 伊勢市立厚生中学校 佐藤　栄一

三     重

１８ｃｍ 佐　藤
厚    生    中

２６ｃｍ

《例２》三重県松阪市 松阪市立中部中学校 佐藤　栄一

三      重

１８ｃｍ 佐　藤
松 阪 中 部 中

２６ｃｍ

個人戦は、選手（各コート第１試合は指定、第２試合以降は敗者（Ｄ）、直前の試合選手（Ｓ））とする。

団体戦の抽選の結果により、サンアリーナと三重交通Ｇスポーツの杜伊勢・体育館の会場を決定する。

団体戦の準決勝からはサンアリーナで行うため、三重交通Ｇスポーツの杜伊勢・体育館からの

選手の輸送は大会本部で行います。

前日練習

当日練習

大会当日の病気・事故等については、コートにおいて応急手当は行うが監督が責任を持つこと。

伊勢市市営庭球場には駐車場が少ないため、公共交通機関を利用すること。

都道府県連盟会長印を押印したものを持参し、受付へ申し出ること。

団体戦の審判は各コート第１試合は本部で、第２試合以降は選手（敗者）とする。


